
【宣言情報】

その他（上記以
外・自由記載）

地域の中学校へ出向き、介護の仕事を
知ってもらう活動をしている。地元の除草
作業・祭り等に参加し、地域とのつながり
を大切にしている。

→

法人・事業所を取
り巻く環境や今後
の課題に関するこ
と

〇

今年度から主任者以上の職員で法人の
SWOT分析を実施している。

→

情
報
共
有
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と

理念・ビジョン・方
針に関すること 〇

玄関に基本理念と運営方針が掲示され
ており、毎朝の朝礼後に唱和している。
全職員が暗記しており、各自基本理念・
運営方針を実現するための目標を持つ
ようにしている。

→

年度事業計画と
目標に関すること 〇

各部署の年間事業計画を毎年度作成し
ており、各部署に掲示している。

現場からのアイデ
アや意見・提案に
関すること

〇

各部署での会議・行事委員・省エネ対策
委員・業務改善委員・衛生推進委員等の
意見を取り入れ、様々な取り組みを実現
している。

→

→

記録・報告、ミー
ティング等に関す
ること

〇

介護記録ソフトを活用し各部署で閲覧で
き、情報共有している。朝礼で夜勤者の
報告、各部署の予定を発表し法人全体で
情報共有している。各委員会・会議・研修
の年間計画を作成し、毎月実施し,議事
録を回覧している。

→

宣言達成のための取組

(大項目２項目以上から、小項目１項目以上の取組を行うこと。）

大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

現在の状況
※「今後取り組む項目」及び「現在の取
組を公表したい項目」を具体的に記載

～ 年 7 月

将来の目標

令和元 令和2

社会福祉法人碓氷福祉会（宣言番号：310109）

＜宣言＞

　ぐんま介護人材育成制度実施要綱第５条の規定に基づき、私たちは、職員一人ひとりがやりがい
を持って働き続けられる魅力ある職場づくりの取組を以下のとおり行い、それを積極的に公表するこ
とを宣言します。

取組期間 年 8 月 1 日 31 日



大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

現在の状況
※「今後取り組む項目」及び「現在の取
組を公表したい項目」を具体的に記載

将来の目標

その他（上記以
外・自由記載） →

能力評価に基づく
処遇改善に関す
ること

→

評
価
・
報
酬
に
関
す
る
こ
と

仕事の役割や責
任の範囲等に関
すること

〇
副主任・主任・部門長にそれぞれ仕事の
役割があり、職務・職責に応じて、毎月報
酬を支給している。

→

賃金の決め方や
昇給に関すること 〇

就業規則・給与規定によるキャリアパス
に基づく体系が確立されており、昇給・昇
格を実施している。 →

能力評価・面接等
に関すること 〇

人事考課を年2回実施し、記録に基づき
上司が面接、担当者から聞き取りを行
い、成果を評価している。評価に偏りがな
いか、部門長評価会議を実施して最終評
価している。

→

福利厚生等、労働
環境に関すること 〇

社会保険・退職金制度あり。定年60歳以
降も継続雇用あり。被服貸与規定に沿っ
て、ユニフォームを支給。昨年度の有給
休暇取得平均日数12.4日である。（正職
員43名中、24名が14日以上取得してい
る。）毎年2回に分け職員旅行実施、旅行
費の1/2を施設負担している。親睦会へ
の助成あり。

→

個々の職員の役
割や目標に関す
ること

〇

人事考課により各自の半期ごとの目標を
決め、評価・面接をしている。基本理念・
運営方針に基づき、各自目標を持って業
務に取り組んでいる。

→

健康管理に関す
ること 〇

定期健康診断・人間ドックに対し給付金
を支給、メンタルヘルス制度を導入し産
業医を設置しており、相談できる体制あ
り。施設負担で腰痛防止ベルト支給、イ
ンフルエンザ予防接種実施。

→

その他（上記以
外・自由記載）

産休・育休取得後復帰し,1～3人子育てを
しながら長年働いている職員が1割程度
いる。子供を産みやすく、産んでからも働
き易い職場環境である。

→

充実した環境を外部に情報発信できていな
かったため、群馬県いきいきGカンパニー制度
のベーシック認証を取得する。更なるワークラ
イフバランスの向上を目指すため、規定の整
備をし、これまで男性の育児休暇取得者がい
なかったので、今後推進していく。

人員配置に関す
ること 〇

年2回人事考課、年1回意向調査を実施
し、適材適所の人員配置を行っている。
各部署とも人員配置基準を満たしてい
る。

→
労
務
管
理
・
職
場
環
境
に
関
す
る
こ
と

ワークライフバラ
ンス（仕事と暮らし
の両立）に関する
こと

〇

妊娠後体調不良の場合、届出により身体
に負担のかかる業務・夜勤の免除・短時
間労働を実施しており、仕事と家庭生活
の両立ができるような協力体制がある。
子育て中の方も、急な子供の体調不良
時にも休みやすい環境であり、学校行
事・地域行事にも参加できるよう勤務を
配慮している。

→

勤務時間や業務
内容に関すること 〇

労働基準法を遵守し、各自がスキルを発
揮し、組織全体で生産性の高い仕事をし
ている。業務改善委員会により、効率の
良い方法を常に検討している。

→



大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

現在の状況
※「今後取り組む項目」及び「現在の取
組を公表したい項目」を具体的に記載

将来の目標

　【自己評価】　◎・・・十分達成、○・・・おおむね達成、△・・・不十分、×・・・未達成

資格取得者への祝金を出し、職員の意
欲を引き出している。担当者がカンファレ
ンスに参加し、利用者の個別ケアを決め
ている。役職者は職員の意見を否定せ
ず、受け入れ尊重し、更に発展できるよう
助言を行うよう心掛けている。

→

その他（上記以
外・自由記載） →

→

自主性を尊重し、
支援する組織風
土に関すること

〇

その他（上記以外・自由
記載） →

新しいアイデアや
難しい課題に対す
る組織風土に関
すること

→

法
人
・
事
業
所
の
風
土
に
関
す
る
こ
と

挨拶や声かけな
どの組織風土に
関すること

〇

相手の目を見て笑顔で挨拶を行う習慣が
できており、利用者に対して敬意を持って
接し、業務中互いに注意し合える職場環
境である。朝礼で笑顔を忘れないよう促
している。

→

自由に意見を言え
る組織風土に関
すること

〇

会議・カンファレンス等で意見を言える場
がある。人事考課の面接でも今後の話が
できる。

→

向上心を持つ職
員を育てる組織風
土に関すること

現状のキャリアパスを職員に分かりやすく再
構築し、見える化を図る。（職務分掌・資格要
件・経験年数・受講すべき研修等を具体的に
明記する。）

職員の資質向上
のための外部講
習会や資格取得
等の支援に関す
ること

〇

外部研修も積極的に参加を促し、勤務時
間として受講している。且つ、研修費用・
交通費等も施設負担している。資格取得
に対する研修受講支援、合格後の祝金
制度あり。

→

管理職層やリー
ダー層の教育に
関すること

→

将来のキャリアに
対する支援に関す
ること

△

資格要件や経験年数の基準が曖昧で、
現行のキャリアパスに合っていない。

人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

職員の資質向上
のための研修方
針や研修実施に
関すること

〇

施設内研修は年間計画を作成しており、
各委員会で内容検討している。外部講師
を招いての研修も年2回以上実施してい
る。

→

新人職員の教育
体制に関すること 〇

入職時のオリエンテーションを実施してい
る。各部署の説明があり、施設全体の把
握ができる体制を整えている。配属部署
では指導担当者を決め、指導している。
老施協の新人研修を勤務時間として受
講してもらっている。

→

その他（上記以
外・自由記載）

地域密着型ユニットで定められている運
営推進会議を特養従来型でも取り入れ
【家族会議】として実施している。テーマを
決め発表を行っているため、職員にとっ
て良い経験となっている。また、家族から
生の声を聴く機会であり、家族の想いに
触れることができるので、職員にとって情
操教育にもつながっている。

→

→


